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第 36号
喜吉行所

大洗町綬揚
発行人

加藤 情
印刷所

新いばらき
タイムス1吐
TEL水戸⑧512併も

納
税
は
納
期
ま
で
に

¥ 

(単位千円)

議会費

公債費
農1わか産費
商工費

消防費
労働費

予嬬費
諸支出金
災害復旧費

% 
3.3 
3. 1 
3， 0 
2， 5 
1.71 
u 
8 
8 

10.912 
9. 976 
9.854 
8.106 
5.635 
4.202 
1.000 
100 
10 

昭和40年度予算一覧

% 
2， 1 

2，0 

1.8 

1.2 
0， 2 
0:2 
0 

7.007 

6，473 

5，914 

3， 793 
722 
680 
10 

金イす
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企
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長
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潤
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長
一

麗
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咽
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同
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小
担
先
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保
険
線
長

第
一
一
保
育
暁
長
藤
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教
団
問
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滋
局
長

農
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事
務
同
長
大
川
壁
崩
一
係
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官
民

水
週
課
長
田
出
直
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経
輯
瞬
間
長

教
一
饗
緊
密
周
長
兼
学
教
育
係
長

濁
同
国
勇
欄
也
会
敬
胃
主
事

経

済

関

長

岡

湧

出

納

議

長

保
険
線
長
佐
藤
忠
一
鏑
会
事
器
局
長
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納
盟
長
川
崎
輯
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厚
生
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民
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係
長
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名
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日2
一
間
部
品
的
な
事
業
で
あ
る
尽
ナ
カ
平
和
利

2
一
周
の
た
め
の
研
四
月
の
揚
と
し
て
、
東
出

月
一
滋
子
力
研
究
所
に
つ
い
で
大
洗
町
長

5
一
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
洗
原
子

年
一
力
研
究
所
の
組
工
式
が
去
る
四
月
二
十

O
一
一
ニ
臼
、
関
係
各
界
の
有
志
を
一
位
に
あ

4
一
つ
め
、
注
目
の
う
ち
に
盛
大
に
挙
行
さ

和
一
れ
ま

ikι
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
抗
措
夫

昭
一
で
、
冬
の
真
中
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
懇

い
日
で
し
た
。

丹
羽
原
研
理
事
長
を
は
じ
め
関
係
原
子

力
治
相
パ
は
会
実
日
同
、
料
ι
明
凶
叫
術
庁
井
上
事

務
抗
官
、
細
同
副
知
明
白
M
M融
公
訟

長
、
橋
本
則
子
力
陣
vkγ
ハムピふり巾日間盟

事
、
路
辺
川
即
日
出
子
力
関
係
印
刷
説
会
民
噂

が
参
列
の
う
ち
に
厳
し
ゅ
く
に
日
興
が

行
わ
れ
、
丹
羽
出
引
い
火
の
鍬
入
れ
が
閥

単
総
ア
し
、
つ
づ
い
て
街
務
総
理
の
揮

と
う
さ
れ
た
「
第
一
一
一
の
火
」
の
記
念
碑

の
除
幕
誌
が
乃
儲
の
拍
手
の
う
ち
に
挙

雪
読
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
会
場
に
設
備
さ
れ
た
大
夫
議

の
中
で
、
約
四
五
O
名
の
人
々
に
て
羽
一

叩
県
会
が
開
催
さ
れ
、
各
界
的
波
の
方
々
一

よ
り
、
六
前
民
一
ナ
力
研
究
所
が
我
が
国
一

以
子
力
半
和
利
用
と
開
発
の
た
め
、
議
一

高
の
認
識
と
効
果
の
あ
が
る
よ
う
、
か
一

わ
る
が
わ
る
制
隔
が
あ
U
、
原
子
力
研
一

究
の
一
一
回
の
滋
肢
と
均
一
冗
大
洗
町
の
諸

問
閣
を
祈
念
し
て
万
歳
の
二
泊
胞
が
行
わ
れ

蹴
め
て
盛
大
の
う
ち
に
い
終
了
ん
ま
し

た。

(2) 

大
洗
原
研
の
起
工
式
理
行

盛

大

支』

る

し、b あおお

f
町
税
は
納
期
内
に
J

督
偲
献
は
蔀
便
で
出
さ
れ
ま
す

町
民
団
自
さ
ん
ガ
の
心
か
ら
の
御
理
解
と
一
る
こ
と
に
な
幻
ま
じ
た
。
ま
た
納
期
を

御
協
力
に
よ
h
u
、
一
成
近
町
秘
は
九
十
九
一
す
ぎ
て
か
ら
一
納
税
す
る
と
き
は
、
ど
の

パ
1
ゼ
ジ
ト
の
納
付
成
問
仰
を
収
め
て
い
一
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
て
も
起
滞
金
を
倣

ま
す
。
滞
納
す
る
人
は
も
う
ほ
と
ん
ど
一
収
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ょ

な
く
な
り
詳
レ
た
O
Lか
し
納
期
が
過
一
ろ
し
く
御
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い

ぎ
て
か
ら
納
め
る
方
が
ま
だ
少
レ
あ
D
一
た
し
ま
才
。
督
促
手
数
籾
と
か
、
延
滞

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
の
事
情
が
あ
る
こ
と
一
金
と
か
余
分
な
付
加
金
を
徴
収
さ
れ
な

で
し
ょ
う
が
、
必
ず
納
期
内
に
納
め
て
一
い
よ
う
納
期
内
に
必
ず
完
納
下
さ
る
よ

下
さ
い
。
今
年
度
か
ら
納
期
が
過
ぎ
て
一
う
軍
宅
お
闘
い
い
た
し
ま
す
。

か
ら
の
督
促
状
は
、
郵
槌
で
お
送
D
す一

母
校
の
音
楽
教

材
に
と

一
ピ
ア
ノ
一
台
を
寄
贈

一
大
洗
町
一
化
伎
の
鈴
木
誠
さ
ん
を
は
じ

一
め
、
大
洗
町
出
身
で
問
。
同
地
の
川
上
辰
雄

一
さ
ん
、
童
書
さ
ん
、
長
谷
川
護

一
ん
、
品
目
一
戸
一
三
さ
ん
等
は
、
こ
の
ほ
ど

一
母
校
の
慨
浜
小
学
校
へ
皆
様
教
材
踊
と

一
し
て
、

ω
3
mグ
一
フ
ン
H
H
ピ
ア
ノ
一
合

子
(
時
似
四
十
万
り
そ
伊
川
掛
さ
れ
ま
し

↓
た
。
五
へ
の
万
々
の
鼠
い
贈
hu
物
に
対

一
し
、
学
校
で
は
勿
論
、
生
徒
さ
ん
過
は
町

一
一
大
容
で
心
か
か
感
謝
し
て
い
る
こ
と

よいし
irフ
ο

「
ワ
ア

y」
で
き
上
っ
た
ぞ

ぼ
く
ら
の
新
筏
脅

郷
町
の
人
通
が
符
ち
に
待
っ
た
視
町
小

学
校
の
校
舎
が
こ
の
ほ
ど
江
派
に
で
き

上
hu
ま
レ
た
。
安
藤
両
畑
門
広
傍
式
会
社
の

手
に
よ
っ
て
、
商
用
設
工
事
は
順
調
に
す

す
み
、
去
る
一
ニ
月
の
卒
業
式
も
新
し
い

校
舎
で
行
な
「
つ
こ
と
が
で
き
ま
じ
た
。

坐
徒
の
み
ん
な
は
四
月
の
新
学
期
か
ら

心
か
ら
熔
L
そ
う
に
勉
強
に
励
ん
で
い

ま
才
。
去
る
四
月
十
九
日
に
は
抽
出
工
式

が
行
わ
れ
、

P
・
T
-
Aの
人
連
も
立

派
に
で
き
上
っ
た
輯
舎
を
な
が
め
て
と

て
も
賜
レ
セ
う
で
し
た
。

新
統
合
は
鉄
骨
二
階
麹
で
一
普
通
教
室
六

特
別
教
祭
。
蜜
で
延
ニ
O
一一一坪です。

盆
兎
は
完
成
し
た
祈
小
激
怒
一
)

前
原
山
地
区
に
十
七
声

こ
と
し
も
一
一
十
八
戸
の
増
築

住
J

ち
の
不
足
は
年
円
」
と
に
激
し
く
な
hu

、
国
や
爆
で
も
こ
の
解
決
に
真
剣
に
な

っ
て
い
ま
す
。
わ
が
大
潟
町
で
は
恩
く

か
ら
町
営
住
宅
の
諸
説
に
と
hu
か
か
hu

既
に
む
十
一
戸
の
趨
説
が
な
さ
れ
、
住
宅

難
の
解
消
に
努
力
を
弘
っ
て
き
ま
L
た

が
、
一
一
一
十
九
年
度
に
お
い
て
も
大
賞
前

原
山
地
区
に
更
に
十
七
一
戸
を
路
ぶ
し
ま

L
た
。
こ
ん
ど
の
住
宅
は
第
二
関
沢
造

平
田
部
始
、
九
・
六
四
坪
で
す
。
文
芸
ほ

ど
入
役
者
の
設
一
両
聞
も
約
hu
、
十
七
世
帯

の
人
過
が
仲
悼
む
よ
う
に
な
hu
ま
じ
た
。

乙
れ
で
大
洗
町
で
は
合
計
八
十
七
一
P
の

町
一
円
住
宅
が
で
き
上
っ
た
わ
け
で
あ
り
J

ま
定
が
、
な
お
昭
和
四
十
年
度
で
も
一
同

地
内
に
一
律
L
十
二
戸
の
路
一
一
以
が
苔
古
品

類
レ
一
な

υ、
そ
れ
と
漁
民
ア
パ
ー
ト
十

六
一
戸
の
骨
粗
叫
が
J
Mさ
れ
て
お
り
ま
す

(
写
潔
は
完
成
し
た
前
原
住
デ
)

一
儲
へ
あ
れ
ば
、
麗
い
な
し

掠

十

字

募

金

一

塁

奇

地

区

一

2
、
昭
和
三
五
年
十
「
一
三
十
長

自
標
額
一
一
一
十
万
五
高
一
六
月
一
日
午
前
十
時
よ
り
午
後
一
一
層
一
審
意
義
絡
を
君
、
年
議

室

主

主

臼

か

ら

一

一

一

土

日

ま

一

ま

で

撃

研

修

所

一

一

一

事

仁

管

事

。

霊

長

防

精

神

と

警

な

宣

言

的

に

Z
E摘が
盟
関
一
位
時
弘
前
官
、
一
言
地
区
一
。
何
時
間

tm一
川
町
刊
誌
日

露
下
に
縛
る
大
洗
前
消
防
聞
で
は
、
一
さ
れ
て
す
ま
(
一
点

jifι
て
ハ
月
一
早
前
十
時
よ
D
午
後
一
一
一
時
一
一
集
福
岡
一
議
人
審
議
議
日
の
益

変
審
議
区
の
第
七
分
間
、
第
八
分
一
別
の
と
協
力
を
む

?
E
fあ
3
一

ま

で

護

保

険

課

一

一

変

装

一

宮

居

留

ま

で

に

登

日

時

十

四

臨

時

九

一

説

枯

れ

軒

一

喜

一

@

綿

一

時

ま

一

持

詰

詰

問

プ
一
言
導
入
、
統
合
分
譲
七
分
間
一
五
百
円
で
昨
年
よ
旦
万
七
千
円
あ
ま
一
六
旦
一
早
前
十
時
よ
り
午
後
一
一
一
時
一
。
暴
に
つ
い
て
の
お
開
会
は

に

田

空

ま

た

。

乙

の

ポ

ン

プ

は

日

一

品

開

に

な

っ

て

い

ま

す

九

重

喜

一

ま

で

役

場

保

険

諒

一

奇

喜

善

塁

塁

へ

産
ジ
ュ
ニ
ア
1
設
専
用
シ
ャ
シ
1
に一

t
tて
は
官
中
に
瞬
重
さ
ん
一
以
上
の
日
程
に
古
屋
裏
付
け
ま
一
大
田
町
役
場
内
(
電
話
二
一
四
一
)

貧
富
の
ポ
ン
プ
メ
1
字
書
王
室
長
様
の
と
家
簡
を
露
ん
と
協
つ
J

-

刀
、
こ
の
署
管
ま
ぜ
ん
と
年
金
一
簡
易
保
融
積
立
置
金

ン
プ
長
宮
署
員
組
を
し
一
力
を
お
願
い
い
た
ず
こ
と
に
な
っ
て
お
一
が
も
ら
え

Z
Dま
ず
か
ら
、
必
ず
一
も
一
夜

た
も
の
で
、
そ
の
富
銭
高
の
も
の
一

b
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
鎮
め
ら
れ
一
出
し
て
く
だ
さ
い
。
一

で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
ず
。
一
た
お
在
、
血
液
セ
ン
タ
ー
の
費
、
一
届
出
の
官
、
国
民
芸
喜
と
年
一
港
湾
や
住
宅
の
建
設
資
金
広

購
入
費
は
百
四
土
万
五
千
旧
で
す
。
一
災
霊
協
同
動
、
震
看
護
訓
棋
な
ど
一
金
を
受
け
る
と
き
使
っ
て
い
る
印
鑑
、
一
皆
さ
ん
が
加
入
さ
れ
て
い
る
郵
政
管
の

去
る
五
月
四
円
韻
会
総
務
俗
芸
品
会
一
広
範
閥
な
お
十
運
動
を
よ
り
強
ぐ
抱
一
偲
人
あ
て
の
通
知
留
を
持
参
L
て
く
だ
一
簡
易
生
命
保
険
の
積
立
金
が
、
全
国
の

立

会

の

も

と

に

険

警

行

な

い

、

喜

一

巡

す

る

た

め

に

使

わ

れ

ま

す

。

一

さ

い

ロ

一

市

町

村

等

で

、

そ

れ

ぞ

れ

柔

霊

の

の
掴
割
に
て
放
設
整
実
施
し
ま
し
一
四
百
棋
の
桜
い
む
室
、
ご
協
力
量
一
補
充
選
挙
人
名
簿
の
一
襲
撃
に
武
き
な
役
翻
案
し
て
い

た
が
、
さ
す
が
に
索
陪
し
い
性
闘
で
周
一
っ
て
い
る
人
連
の
た
め
切
に
お
願
い
申
一
登
録
申
出
一
手
。
語
で
失
望
の
麹
般
事
業

並
ぶ
人
連
も
瞬
間
一

L
上

げ

ま

す

。

一

宮

中

に

参

議

議

員

の

重

喜

一

町

営

住

宅

の

事

業

資

金

の

う

ち

防

で

負

1
1
Aゆ
を
も
ら
し
て
い
ま
一
「
国
民
年
金
」
一
わ
れ
ま
す
の
で
図
れ
な
く
塑
選
挙
入
一
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
己
資
金
の

J
M
~

一

一

名

簿

の

護

富

を

い

た

し

ま

L
去
っ
一
一
号
、
六
蔵
省
や
郵
政
省
の
簡
器

撤

駒

ゆ

蜘

沼

し

た

。

検

皮

後

町

一

「

福

祉

年

金

所

得

状

況

癌

」

の

一

一

鶴

二

一

¥

長

官

宅

分

団

一

置

に

つ

い

て

一

。

覇

三

十
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